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はじめに

このマニュアルでは、Solaris™オペレーティングシステム用の Java™ 2 Platform
Standard Edition 5における新機能と強化された機能を紹介し、その概要を説明しま
す。

対象読者
このマニュアルは、Solarisオペレーティングシステムで Java 2 Platform Standard
Edition 5を使用するアプリケーション開発者を対象としています。Javaソフトウェア
は、企業環境におけるサーバーおよびクライアント側の Java技術アプリケーションが
優れた性能を発揮できるように最適化されています。

このマニュアルは J2SE™ 5ドキュメントの一部です。J2SE 5ドキュメントは
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/index.htmlで入手できます。最終的なリ
リース段階では、このオンライン文書が Java 2 Platform Standard Edition 5製品の正
式な説明になります。

内容の紹介
第 1章では、製品の特長と強化された機能を示します。

第 2章では、互換性の問題について説明します。
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関連項目
このリリースに関する情報は次のドキュメントにも記載されています。

� 『JDK 5.0リリースノート』http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/relnotes.htmlにあ
るオンライン文書

� 『JDK 5.0ドキュメント』http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/index.html
にあるオンライン文書

� 『Java 2 Platform Standard Edition 5.0 API仕様』
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/api/index.htmlにあるオンライン文書

Sunのオンラインマニュアル
docs.sun.comでは、Sunが提供しているオンラインマニュアルを参照することがで
きます。マニュアルのタイトルや特定の主題などをキーワードとして、検索を行うこ
ともできます。URLは、http://docs.sun.comです。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:
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表 P–1表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \
XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。
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第 1章

新しい機能と強化された機能

Java Platform Standard Edition 5バージョン 1.5.0は、機能が大幅に向上されたメ
ジャーリリースです。以下に示す機能は、前回のメジャーリリース (1.4.0)以降に 1.5.0
で導入されたものです。

新機能の概要は、http://java.sun.com/developer/technicalArticles/releases/j2se15/
にある「J2SE 1.5 in a Nutshell」にも挙げられています。問題点については、
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/relnotes.htmlにある「JDK 5.0リリースノート」
を参照してください。

� 13ページの「パフォーマンスの強化」

� 13ページの「Java言語の機能」

� 13ページの「汎用型」
� 13ページの「ループの拡張」
� 13ページの「オートボクシング／アンボクシング」
� 14ページの「型保証された列挙」
� 14ページの「変数引数」
� 14ページの「Staticのインポート」
� 14ページの「注釈」

� 15ページの「仮想マシン」

� 15ページの「クラスデータの共有」
� 15ページの「ガーベージコレクタのエルゴノミクス」
� 15ページの「サーバークラスマシンの検出」
� 15ページの「スレッド優先順位の変更」
� 16ページの「致命的なエラーの処理」
� 16ページの「高精度タイミングのサポート」

� 16ページの「コアライブラリ」

� 16ページの「langパッケージと utilパッケージ」
� 16ページの「ネットワークの機能拡張」
� 16ページの「セキュリティ」
� 16ページの「国際化」
� 17ページの「環境変数のサポート向上」
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� 17ページの「ProcessBuilder」
� 17ページの「Formatter」
� 18ページの「Scanner」
� 18ページの「リフレクション」
� 18ページの「JavaBeansコンポーネントのアーキテクチャ」
� 18ページの「コレクションフレームワーク」
� 19ページの「XML処理用の Java API (JAXP)」
� 19ページの「ビット操作処理」
� 19ページの「数値演算」
� 20ページの「インストゥルメンテーション」
� 20ページの「直列化」
� 20ページの「ユーティリティの並行性サポート」
� 20ページの「スレッド」
� 21ページの「監視と管理」

� 22ページの「統合ライブラリ」

� 22ページの「Remote Method Invocation (RMI)」
� 22ページの「Java Database Connectivity (JDBC)」
� 23ページの「CORBA、Java IDL、および RMI-IIOP」
� 23ページの「Java Naming and Directory Interface (JNDI)」

� 24ページの「ユーザーインタフェース」

� 24ページの「国際化」
� 24ページの「Java Soundテクノロジ」
� 25ページの「Java 2Dテクノロジ」
� 25ページの「Image I/O」
� 25ページの「AWT」
� 26ページの「Swing」

� 26ページの「配備」

� 26ページの「一般的な配備」
� 26ページの「Java Web Startの配備」

� 26ページの「ツールとツールアーキテクチャ」

� 26ページの「Java Virtual Machine Tool Interface (JVMTI)」
� 27ページの「Java Platform Debugger Architecture (JPDA)」
� 27ページの「Javaプログラミング言語コンパイラ (javac)」
� 28ページの「Javadocツール」
� 28ページの「注釈処理ツール (apt)」

� 28ページの「OSとハードウェアプラットフォーム」

� 28ページの「サポートされているシステム構成」
� 28ページの「64ビットAMD Opteronプロセッサ」
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パフォーマンスの強化
パフォーマンスの強化についての概要は、
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/performance/speed.htmlにあ
る「JDK 5.0での拡張」を参照してください。

Java言語の機能
詳細については、
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/language/index.htmlにあ
る「JDK 5.0での拡張」を参照してください。

汎用型
待ち望まれた型システムの拡張により、コンパイル時のタイプセーフを提供しなが
ら、さまざまなタイプのオブジェクトに対して型またはメソッドを使用できるように
なりました。汎用型はコレクションフレームワークにコンパイル時のタイプセーフを
追加し、手間のかかるキャスティング作業を省きます。JSR 14と、
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/language/generics.htmlにある汎
用型関連の文書を参照してください。

ループの拡張
この新しい言語構造により、コレクションと配列の繰り返し処理を行う際にイテレー
タとインデックス変数の手間やエラー発生を防ぐことができます。JSR 201と、
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/language/foreach.htmlにあるド
キュメントを参照してください。

オートボクシング／アンボクシング
この機能は、プリミティブ型 (intなど)とラッパー型 (integerなど)との間で手動
変換をする手間を省きます。JSR 201と、
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/language/autoboxing.htmlにある
ドキュメントを参照してください。
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型保証された列挙
この柔軟なオブジェクト指向の列挙型機能を使用することによって、任意のメソッド
とフィールドを使用して列挙型を作成できます。この機能には、冗長性がなく、エ
ラーを起こしにくい型保証された列挙パターン (Effective Java、Item 21)のあらゆるメ
リットがあります。JSR 201と、
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/language/enums.htmlにあるド
キュメントを参照してください。

変数引数
この機能によって、可変長引数リストを受け付けるメソッドを呼び出す場合に引数リ
ストを配列に手動で入れる必要がなくなります。JSR 201と、
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/language/varargs.htmlにあるド
キュメントを参照してください。

Staticのインポート
この機能を使用すると、Constant Interface Antipattern (不変のインターフェースアンチ
パターン)の短所なしで、クラス名で静的メンバーを修飾することを避けられます。
JSR 201と、
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/language/static-import.htmlにあ
るドキュメントを参照してください。

注釈
この言語機能によって、ツールを使用してソースコード内の注釈からボイラープレー
トコードを生成可能になり、さまざまな状況でボイラープレートコードを記述する手
間を省けます。これは、プログラマが何を行うべきかを記述しツールがそれを実行す
るコードを生成する、宣言的なプログラミングスタイルが可能になります。また、
ソースファイルの変更に伴って最新状態に保持しなければならない付属ファイルを管
理する必要もなくなります。それに代わって、情報はソースファイル内で管理できま
す。JSR 175と、
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/language/annotations.htmlにある
ドキュメントを参照してください。
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仮想マシン

クラスデータの共有
クラスデータの共有機能は、アプリケーションの起動時間の短縮とフットプリントの
減少を目的としたものです。インストール処理では、システム jarファイルからプラ
イベートな内部表現に一連のクラスが読み込まれ、続いてその表現が共有アーカイブ
ファイルにダンプされます。その後行われる JVMの起動では、その共有アーカイブ
がメモリー内にマップされます。このため、クラスを読み込む手間が省かれ、これら
のクラス用の JVMのメタデータのほとんどを複数の JVMプロセスで共有できます。
詳細については、
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/vm/class-data-sharing.htmlにあ
るドキュメントを参照してください。

ガーベージコレクタのエルゴノミクス
この並行コレクタは、アプリケーションが必要とするメモリーを監視し、これに適合
するように拡張されました。アプリケーションのパフォーマンス目標を指定すると、
JVMは、それらの目標に適合する最小のアプリケーションフットプリントで Java
ヒープのサイズを調整します。適応性のあるこのポリシーは、最上のパフォーマンス
を達成するために必要なコマンド行オプションの調整を不要にすることを目的にして
います。ガベージコレクション機能の概要については、
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/vm/gc-ergonomics.htmlにあるド
キュメントを参照してください。

サーバークラスマシンの検出
アプリケーションの起動時に、起動用ウィンドウはアプリケーションがサーバークラ
スマシンで稼動しているかどうかを検出できます。
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/vm/server-class.htmlにあるド
キュメントを参照してください。

スレッド優先順位の変更
スレッドの優先順位の割り当ては、優先順位が明示的に設定されていない Javaス
レッドとネイティブスレッドが、ある程度対等に競うことができるように変更されま
した。http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/vm/thread-priorities.html
にあるドキュメントを参照してください。
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致命的なエラーの処理
致命的なエラーを報告するメカニズムはより優れた診断を出力するように改良され、
信頼性も高まりました。

高精度タイミングのサポート
相対的な時間測定のためにナノ秒精度のタイムソースにアクセスできるように、メ
ソッド System.nanoTime()が追加されました。System.nanoTime()によって返
されるタイム値の実際の精度は、プラットフォームによって異なります。

コアライブラリ

langパッケージと utilパッケージ
java.langおよび java.utilの拡張についての概要は、
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/lang/enhancements.htmlにあるド
キュメントを参照してください。

ネットワークの機能拡張
追加されたネットワーク機能の概要については、
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/net/enhancements-1.5.0.htmlにあ
るドキュメントを参照してください。

セキュリティ
この J2SEリリースでは、セキュリティ機能が大幅に強化されています。このリリース
では、セキュリティトークンのサポート向上、セキュリティ標準のサポート増加
(SASL、OCSP、TSP)、スケーラビリティ (SSLEngine)とパフォーマンスの向上などが
実現されているほか、暗号や Java GSSなどの領域でも数多くの機能強化がなされてい
ます。詳細については、
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/security/index.htmlにあるド
キュメントを参照してください。

国際化
以下の機能強化がなされました。
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� 文字処理は、現在 Unicode標準のバージョン 4.0をベースとしています。これは、
java.langパッケージ内の Characterクラスと Stringクラス、java.text
パッケージ内の照合と双方向テキスト分析機能、java.util.regexパッケージ
内の characterクラスを始め、J2SEのさまざまな部分に影響を与えます。この
アップグレードの一環として、JSR 204エクスパートグループによって補助文字の
サポートが指定され、J2SE全体に実装されました。詳細については、『JAVAプ
ラットフォームにおける補助文字のサポート』、『Java Specification Request
204』、Characterクラスドキュメントなどを参照してください。

� DecimalFormatクラスは、精度を失うことなく BigDecimal値と BigInteger
値のフォーマット設定および解析が行えるように拡張されました。これらの値の
フォーマットは自動的に拡張されます。BigDecimalに構文解析するには、
setParseBigDecimalメソッドを使用して有効にする必要があります。

� このリリースでは、java.utilパッケージおよび java.textパッケージ内のす
べてのロケール対応機能でベトナム語がサポートされるようになりました。サポー
トされるロケールと書記法の詳細については、「サポートされているロケール」を
参照してください。

http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/intl/index.htmlにあるドキュメン
トも参照してください。

環境変数のサポート向上
System.getenv(String)メソッドは非推奨扱いではなくなりました。新しい
System.getenv()メソッドを使用すると、Map<String,String>としてプロセス
環境にアクセスできます。
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/api/java/lang/System.html#getenv
(java.lang.String)にあるドキュメントを参照してください。

ProcessBuilder
サブプロセスの呼び出しには、Runtime.execよりも新しい ProcessBuilderクラ
スが便利です。特に、ProcessBuilderを使用すると、変更されたプロセス環境 (親
のプロセス環境に基づくが、一部変更されたもの)でサブプロセスの開始が容易にな
ります。
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/api/java/lang/ProcessBuilder.htmlにあ
るドキュメントも参照してください。

Formatter
printf形式のフォーマット文字列のインタプリタである Formatterクラスは、レ
イアウトの調整と整列、数値 /文字列 /日時データの共通フォーマット、ロケール固
有の出力などのサポートを提供します。byte、java.math.BigDecimal、
java.util.Calendarなどの共通の Java型がサポートされます。
java.util.Formattableインタフェースを使用することで、任意のユーザー型の
フォーマットを限定的にカスタマイズできます。
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http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/api/java/util/Formatter.htmlにあるド
キュメントを参照してください。

Scanner
java.util.Scannerクラスを使用して、テキストをプリミティブまたは String
に変換できます。このクラスは java.util.regexパッケージをベースとしている
ため、このクラスを使用してストリーム、ファイルデータ、文字列、または
Readableインタフェースの実装に対して正規表現に基づく検索を行うこともできま
す。http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/api/java/util/Scanner.htmlにあるド
キュメントを参照してください。

リフレクション
汎用型、メタデータ、列挙、および簡易メソッドのサポートが追加されました。ま
た、java.lang.Classが総称化されました。
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/reflection/enhancements.htmlに
あるドキュメントを参照してください。

JavaBeansコンポーネントのアーキテクチャ
変更された bean部分を特定するためにインデックスを使用するバウンドプロパ
ティをサポートするため、PropertyChangeEventのサブクラスとして
IndexedPropertyChangeEventが追加されました。また、インデックス化された
プロパティ変更イベントの起動をサポートするために、PropertyChangeSupport
クラスにメソッドがいくつか追加されました。
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/beans/index.htmlにあるドキュメ
ントを参照してください。

コレクションフレームワーク
コレクションフレームワークは、以下のように強化されました。

� コレクションを対象とする汎用型、拡張ループ、およびオートボクシングの 3つの
新しい言語機能

� 3つの新しいインタフェース、Queue、BlockingQueue、および
ConcurrentMapがフレームワークに追加されました (このうちの 2つは
java.util.concurrentの一部)。

� Queueの 2つの実装と 1つのスケルトン実装が追加されました。
� 5つのブロックキュー実装と 1つの ConcurrentMap実装が追加されました。
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� 型保証された列挙で使用できるように、特殊用途の Map実装と Set実装が提供さ
れました。

� 特殊用途の書き込み時コピー List実装と Set実装が追加されました。

� ほとんどのコレクションインタフェースに動的なタイプセーフを加えるラッパー実
装が提供されました。

� コレクション操作に使用できるいくつかの新しいアルゴリズムが提供されました。

� 配列のハッシュコードと文字表現を計算するメソッドが提供されました。

http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/collections/index.htmlにあるド
キュメントを参照してください。

XML処理用の Java API (JAXP)
詳細については、JSR 206、または
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/xml/jaxp/index.htmlにあるド
キュメントを参照してください。

ビット操作処理
ラッパークラス (Integer、Long、Short、Byte、および Char)は、
highestOneBit、lowestOneBit、numberOfLeadingZeros、
numberOfTrailingZeros、bitCount、rotateLeft、rotateRight、
reverse、signum、reverseBytesなどの共通のビット操作処理をサポートするよ
うになりました。

数値演算
ライブラリが提供する数値機能は、いくつかの次の方法で拡張されました。

� BigDecimalクラスは、固定精度の浮動小数点演算のサポートを追加しました。
JSR 13を参照してください。

� Mathライブラリと StrictMathライブラリには、双曲線超越関数 (sinh、cosh、
tanh)、cube root、base 10 logarithmなどが含まれます。

� 16進浮動小数点サポート -特定の浮動小数点値を正確でかつ予測可能なものにす
るため、浮動小数点リテラルと、Floatおよび Doubleにおける浮動小数点変換
メソッドを指定する文字列に16進表記を使用できます。

http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/math/index.htmlに挙げられたド
キュメントを参照してください。
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インストゥルメンテーション
新しい java.lang.instrumentパッケージには、Javaプログラミングエージェン
トが Java仮想マシン上で稼動しているプログラムを計測できるサービスが含まれま
す。このインストゥルメンテーションメカニズムは、メソッドのバイトコードを修正
するものです。

直列化
バージョン 1.5.0で追加された列挙型を処理できるようにサポートが追加されまし
た。列挙インスタンスを直列化する規則は、直列化が可能な通常のオブジェクトを直
列化する規則とは異なります。直列化された列挙インスタンスフォームには、その列
挙定数名と、そのベースの列挙型を特定する情報しか含まれません。非直列化の動作
も異なります。適切な列挙クラスの特定には、クラス情報が使用されます。返す列挙
定数の取得には、このクラスおよび受け取った定数名によって Enum.valueOfメ
ソッドが呼び出されます。

http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/serialization/index.htmlにあるド
キュメントを参照してください。

ユーティリティの並行性サポート
java.util.concurrent、java.util.concurrent.atomic、および
java.util.concurrent.locksパッケージは、同時実行されるクラスおよびアプ
リケーション (スレッドプール、スレッドに対して安全なコレクション、セマフォ、
タスクスケジューリングフレームワーク、タスク同期ユーティリティ、自動変数、
ロックなど)を開発するための、パフォーマンスとスケーラビリティに優れた、ス
レッドに対して安全な構築ブロックを実現する、拡張性の高い強力なフレームワーク
を提供します。これらのパッケージをコアクラスライブラリに追加することで、手動
でこれらのユーティリティを作成する手間が省けます。これは、データ構造に対する
コレクションフレームワークの効果によく似ています。また、これらのパッケージ
は、プロセッサによって提供される並行性のサポートを利用する高度な並行プログラ
ミングを対象とした低レベルのプリミティブも提供します。これによりプログラマ
は、以前にはネイティブコードを使用せずには不可能であった、高パフォーマンスで
高スケーラビリティの並行アルゴリズムを Java言語に実装できます。

JSR 166と、
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/concurrency/index.htmlにあるド
キュメントを参照してください。

スレッド
java.lang.Threadクラスは、以下のように強化されました。
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� 「Thread Priority」処理は変更されました。詳細については上記のリンクを参照
してください。

� スレッドの実行状態を照会できるように、Thread.State列挙クラスと新しい
getState() APIが提供されました。

� 新しいスレッドダンプAPI (Threadクラス内の getStackTraceメソッドと
getAllStackTracesメソッド)を使用すると、プログラム化した方法で 1つの
スレッドまたはすべてのスレッドのスタックトレースを取得できます。

� uncaughtExceptionHandlerメカニズムは以前には ThreadGroupクラスを通
してしか使用できませんでしたが、Threadクラスを通して直接使用できるように
なりました。

� sleep()メソッドに、1ミリ秒よりも短いスリープタイムを設定できる新しい
フォームが追加されました。

監視と管理
今回の J2SEリリースでは、Javaプラットフォームの監視と管理の機能が大幅に強化
されました。

� Java仮想マシン用の監視と管理API。新しい java.lang.managementパッケー
ジは、Java仮想マシンの監視と管理のためのインタフェースを提供します。

� ロギング機能用の監視と管理API。新しい
java.util.logging.LoggingMXBeanインタフェースは、ロギング機能用の管
理インタフェースです。

� Java仮想マシンの JMXインストゥルメンテーション。 Java仮想マシン (JVM)
は、JMXを使用してその監視と管理が行える組み込み型のインストゥルメンテー
ションです。リモートまたはローカルの JVMインストゥルメンテーションを監
視・管理する JMXエージェント、または JMXインストゥルメンテーションを使用
した任意のアプリケーションの JMXエージェントを簡単に起動できます。詳細に
ついては、
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/management/agent.htmlにあ
る「JMXを使用する監視と管理」を参照してください。

� SNMPエージェントは、JSR 163に定められている方法で、JVMインストゥルメン
テーションの標準のMIBを公開します。詳細については、「SNMPの監視と管
理」を参照してください。

� J2SE 5リリースには、Java™ Management Extensions JMX™ APIバージョン 1.2
と、JMX Remote APIバージョン 1.0の RMIコネクタが含まれています。JMX API
を使用すると、監視・管理用のライブラリとアプリケーションを計測できます。
RMIコネクタは、このインストゥルメンテーションをリモートでアクセスするた
めのものです。詳細については、
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/management/index.htmlにあ
る JMXの文書を参照してください。
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統合ライブラリ

Remote Method Invocation (RMI)
RMIは、以下のように強化されました。

� スタブクラスの動的な生成 -このリリースでは、実行時にスタブクラスを動的に生
成できるようになりました。このため、Java Remote Method Invocation (Java
RMI)スタブコンパイラ、rmicを使用してリモートオブジェクト用のスタブクラス
をあらかじめ生成する必要がなくなりました。ただし、以前のバージョンで稼動し
ているクライアントをサポートする必要があるリモートオブジェクト用のスタブク
ラスを生成するために、rmicを使用する必要があります。

� 標準の SSL/TLSソケットファクトリクラス -このリリースでは、標準の Java RMI
ソケットファクトリクラス、javax.rmi.ssl.SslRMIClientSocketFactory
と javax.rmi.ssl.SslRMIServer SocketFactory が追加されました。これ
らのクラスは、Java Secure Socket Extension (JSSE)を使用して Secure Sockets
Layer (SSL)または Transport Layer Security (TLS)プロトコルを介して通信しま
す。

� inetd/xinetdからの rmidまたは Java RMIサーバーの起動 -
System.inheritedChannelメソッドが提供するこの新しい機能を使用する
と、アプリケーションは仮想マシン (VM)を起動したプロセスから継承された
チャネル (例: java.nio.channels.SocketChannel、
java.nio.channels.ServerSocketChannelなど)を取得できます。継承さ
れたこのようなチャネルは、単一の着信接続にサービスを提供するように使用する
ことも (SocketChannelと同様)、あるいは複数の着信接続を受け入れるように使
用することも (ServerSocketChannelと同様)できます。このため、inetd
(Solaris)または xinetd (Linux)によって起動された Javaネットワーキングアプリ
ケーションは、inetd/xinetdから継承された SocketChannelまたは
ServerSocketChannelを取得できます。

http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/rmi/index.htmlにあるドキュメン
トを参照してください。

Java Database Connectivity (JDBC)
javax.sqlパッケージの一部として J2SEバージョン 1.4で導入された RowSetイン
タフェースは、コンポーネント間でデータを受け渡す軽量手法を提供します。

このリリースでは、開発者に便利なように、RowSetオブジェクトを使用できる 5つ
の一般的な方法で (JSR 114として) RowSetインタフェースが実装されました。これ
らの実装により、現状のままあるいは拡張して自由に使用できる標準が提供されま
す。以下に、これらの 5つの標準実装を示します。
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� JdbcRowSet - JDBCテクノロジを使用するために実装される結果セットまたはド
ライバをカプセル化するために使用されます。

� CachedRowSet -データソースからデータを取得する場合や変更されたデータを
データソースに書き戻す場合を除き、そのデータソースからは切り離されて独自に
稼動します。このため、メモリー内にできるだけ多くのデータを保存する軽量コン
テナとして機能できます。

� FilteredRowSet - CachedRowSetを拡張したもので、データのサブセットを取
得するのに使用されます。

� JoinRowSet - CachedRowSetを拡張したもので、複数の RowSetオブジェクト
からデータの SQL JOINを取得するために使用されます。

� WebRowSet - CachedRowSetを拡張したもので、XMLデータに使用されます。
これは、標準化された XMLスキーマを使用する XML内で表形式コンポーネント
を表現します。

http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/jdbc/index.htmlにあるドキュメン
トを参照してください。

CORBA、Java IDL、および RMI-IIOP
CORBA、Java IDL、および Java RMI-IIOPの機能強化については、「J2SE 1.4.xと 5.0
の間での CORBA機能の変更点」で説明しています。
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/idl/index.htmlにある Java IDLド
キュメントと、
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/rmi-iiop/index.htmlにある Java
RMI-IIOPドキュメントを参照してください。

Java Naming and Directory Interface™ (JNDI)
JNDIの新機能は次のとおりです。

� ディレクトリ /ネーミングサービスから完全名にアクセスする
javax.naming.NameClassPairの機能強化

� 標準の LDAP制御であるManage Referral Control (参照コントロール)、Paged
Results Control (ページング結果コントロール)、および Sort Control (ソートコン
トロール)のサポート

� LDAP名の操作のサポート

http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/jndi/index.htmlにあるドキュメン
トを参照してください。
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ユーザーインタフェース

国際化
� 論理フォントを使用して多言語使用のテキストを描画するために、2Dは、サポー
トされるすべての書記法に対してインストール済みのホスト OSフォントを利用す
るようになりました。たとえば、タイ語ロケール環境で実行しているが韓国語
フォントがインストールされている場合、タイ語と韓国語の両方が描画されます。
J2REはその lib/fonts/fallbackディレクトリにインストールされている物理フォン
トを自動的に検出し、それらの物理フォントを 2D描画用のすべての論理フォント
に加えるようになりました。

� AWTは、Windows 2000/XP上の Unicode APIを使用するようになりました。こ
の結果、一部のコンポーネントはWindowsロケール設定の制限を受けることなく
テキストを処理できます。たとえば、AWTテキストコンポーネントは、Windows
ロケール設定に関係なくデーバナーガリー (Devanagari)文字入力システムでのテ
キストを受け入れ、表示できます。

http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/intl/index.htmlにあるドキュメン
トを参照してください。

Java Soundテクノロジ
� このリリースでは、すべてのプラットフォームでポートが使用できるようになりま
した (RFE 4782900)。

� すべてのプラットフォームでMIDIデバイス入出力が使用できるようになりました
(RFE 4812168と 4782924)。

� 最適化されたダイレクトオーディオアクセスが実装されました (RFE 4908240と
4908879)。ネイティブミキシング (ハードウェアミキシング機能が付いた Linux
ALSA、Solaris Mixer、Windows DirectSound)を提供するシステムでは、これが
デフォルトで有効になります。

� 新しいリアルタイムのシーケンサはすべてのMIDIデバイスに利用でき、トランス
ミッタは無制限となりました (RFE 4773012)。

� ユーザーは、sound.properties構成ファイルを使用してデフォルトのデバイス
を選択できます (RFE 4776511)。詳細については、MidiSystemと AudioSystem
を参照してください。

� Midiデバイスは、接続されたレシーバとトランスミッタを照会できます (RFE
4931387、MidiDevice.getReceiverメソッドと
MidiDevice.getTransmitterメソッド)。

� AudioFormat、AudioFileFormat、および MidiFileFormatには、詳細に
フォーマットを記述し修飾するプロパティが加えられました (RFE 4925767と
4666845)。
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� 簡単に使用できるメソッドによって、AudioSystemからラインの取得を容易に行
えるようになりました (RFE 4896221)。

� シーケンサインタフェースは、MIDIシーケンスの特定の部分を継続的にループで
きるように、loopメソッドによって拡張されました (RFE 4204105)。

� Java Soundは、VMの終了を妨げることがなくなりました (バグ 4735740)。

http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/sound/index.htmlにあるドキュメ
ントを参照してください。

Java 2D™テクノロジ
2D機能には、広範な Solarisまたは Linuxプリンタサポート、ファイルとストリーム
からフォントを作成する新しい方法、VolatileImageとイメージ描画のハード
ウェアベースの高速化に関連する新しい方法などが追加されました。テキスト描画
コードに多数の内部変更が加えられたことで、その堅牢性、パフォーマンス、および
スケーラビリティが大幅に向上しました。他のパフォーマンス機能としては、
OpenGL (デフォルトでは無効)を使用するハードウェアにより高速化された描画など
があります。

http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/2d/index.htmlにあるドキュメン
トを参照してください。

Image I/O
Image I/Oシステムに、BMP形式とWBMP形式用の読み込みと書き込みが追加され
ました。

http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/imageio/index.htmlにあるド
キュメントを参照してください。

AWT
1.5.0リリースでは、顧客から要求の多かったものも含め、多数のAWT強化とバグ修
正を実現しました。顕著な例として、新しい MouseInfoクラスはデスクトップ上の
マウスの位置を検出できるようになりました。新しい Windowメソッドは、新しく作
成されるウィンドウ (またはフレーム)のデフォルトの位置をプラットフォームに合わ
せて指定できます。Windowの他の強化によって、ウィンドウ (またはフレーム)を常
に最上位に配置することも可能となりました (この機能は Solarisまたは Linux上の一
部のウィンドウマネージャでは機能しません)。データ転送の領域では、新しい
DropTargetDragEvent APIを使用することで、ドラッグ操作の際にドロップター
ゲットが転送データにアクセスできるようになりました。

詳細は、http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/awt/index.htmlにあ
るAWTを参照してください。
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Swing
1.4.2リリースでは、Swingに 2つの新しい見た目と使い心地、XPと GTKが追加され
ました。それに続けて、1.5.0でもさらに 2つの見た目と使い心地、Synth (スキンを変
更可能)と Ocean (Metalの新しいテーマ)が提供されます。見た目と使い心地だけで
なく、JTableに印刷サポートも追加しました。これにより、JTableのきれいな印
刷コピーを簡単に出力できるようになりました。7年をかけて、jFrame.addを
jFrame.getContentPane().add()と同等にしました。

http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/swing/index.htmlにある Swing
のドキュメントを参照してください。

配備

一般的な配備
Pack200 (JSR 200で定義されている、JARファイルの新しい超高圧縮形式)を使用する
と、Java Web Startアプリケーションおよび Java Plug-inアプレットで使用される
JARファイルのダウンロードサイズを大幅に縮小できます。

一般的な配備の機能と機能強化についての概要は、
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/deployment/enhancements-1.5.0.html
を参照してください。

Java Web Startの配備
Java Web Startの配備機能と機能強化についての概要は、
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/javaws/enhancements-1.5.0.html
を参照してください。

ツールとツールアーキテクチャ

Java Virtual Machine Tool Interface (JVMTI)
JVMTIは、開発ツールと監視ツールで使用する新しいネイティブプログラミングイン
タフェースです。JVMTIは、Java仮想マシン (VM)で稼動しているアプリケーション
の状態の検査と、その実行制御の両方に使用できます。JVMTIは、VMの状態にアク
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セスする必要があるさまざまなツール (プロファイリングツール、デバッグツール、
監視ツール、スレッド分析ツール、カバレージ解析ツールなど)を対象に VMインタ
フェースを提供することを目的としています。

JVMTIは、 J2SEの次のメジャーリリースで、現在推奨されていない JVMPIと
JVMDIに置き換わります。

http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/jvmti/index.htmlにあるドキュメ
ントを参照してください。

Java Platform Debugger Architecture (JPDA)
以下 URLのドキュメントの「JPDAの拡張機能」で説明されているように、JPDA自
体、多数の新機能が追加されています。

� 読み取り専用の JDIサブセットが定義されました。このサブセットは、デバッグ
コードを実行できない debuggeeに使用できます (コアファイルや、ハングしてい
るプロセス、デバッグモードで開始されていないプロセスなど)。このサブセット
を使用して、このような debuggeeのデバッグに使用できる JDIコネクタを作成で
きます。

� コネクタとトランスポート用のサービスプロバイダインタフェースを使用すると、
デバッガベンダーや一般ユーザーは、独自の JDIコネクタとトランスポートを作成
し、それらを JPDA参照実装に組み込むことができます。たとえば、デバッガと
debuggee間の通信を行うための SSLを使用するためにコネクタを提供できます。

� JDIは、新しい言語機能 (汎用型、列挙、および変数引数)をサポートします。

� JPDAの最下層である Java Virtual Machine Debugger Interface (JVMDI)は推奨さ
れていませんでしたが、J2SEの次のメジャーリリースで削除される予定です。こ
れに置き換わるものは、Java Virtual Machine Tool Interface (JVMTI)です。これ
は、プロファイリング、デバッグとも可能にする、より一般的なインタフェースで
す。現在のプロファイリングインタフェースである Java Virtual Machine Profiling
Interface(JVMPI)も推奨されておらず、次のメジャーリリースで削除される予定で
す。

� JPDA参照実装には、コアファイルやハングしたプロセスのデバッグを可能にする
新しい JDIコネクタが含まれます。

http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/jpda/index.htmlにあるドキュメ
ントを参照してください。

Javaプログラミング言語コンパイラ (javac)
コンパイラには、次のオプションがあります。

� -source 1.5 - ソースファイル内で 1.5 固有の言語機能を使用できます (-target
1.5は暗黙的に設定)。
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� -target 1.5 -ライブラリと仮想マシン内で javacが 1.5固有の機能を使用でき
ます。

� -Xlint -正当であるが疑わしく、問題を引き起こしがちであるというプログラム
構造について、javacが警告メッセージを生成できます。この例として、
Serializableを実装するが serialVersionUIDを定義しないクラスの宣言が
あります。

� -d32 - 32ビットの Solarisまたは Linuxプラットフォームを示します。

� -d64 - 64ビットの Solarisまたは Linuxプラットフォームを示します。

http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/tooldocs/solaris/javac.htmlにあるマ
ニュアルページドキュメントを参照してください。

Javadocツール
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/javadoc/whatsnew-1.5.0.htmlにあ
る「Javadoc 5.0の新機能」を参照してください。

注釈処理ツール (apt)
aptは、注釈処理用の新しいコマンド行ユーティリティです。これには、プログラム
の注釈を処理するためのリフレクトAPIセットとサポート用インフラも含まれます。

http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/apt/index.htmlにあるドキュメン
トを参照してください。

OSとハードウェアプラットフォーム

サポートされているシステム構成
詳細については、http://java.sun.com/j2se/1.5.0/system-configurations.htmlを参照
してください。

64ビットAMD Opteronプロセッサ
J2SE 5では、Suse LinuxまたはWindows 2003を使用したサーバー VMでAMD
Opteronプロセッサがサポートされます。
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第 2章

以前のリリースとの互換性

このマニュアルでは、次のトピックについて説明します。

� 30ページの「バイナリ互換性」
� 30ページの「ソース互換性」
� 31ページの「Java 2 Platform Standard Edition 5 (1.4.2以降)における非互換性」

互換性についてのドキュメントは、前後するバージョン間だけの非互換性を示すよう
に分割されています。たとえば、この 1.5.0互換性ページは、1.4.2と 1.5.0の間の非互
換性についてのみ説明しており、以前のバージョンとの非互換性については説明して
いません。このため、1.5.0がすべてのバージョンとどのような非互換性があるかを確
認するには、すべての互換性ページに目を通す必要があります。

前後するリリース間の非互換性については、以下のドキュメントで説明されていま
す。

� http://java.sun.com/j2se/1.4.2/ja/compatibility.htmlにある「バージョン 1.4.2に
おける非互換性 (1.4.1以降)」

� http://java.sun.com/j2se/1.4.1/ja/compatibility.htmlにある「バージョン 1.4.1に
おける非互換性 (1.4.0以降)」

� http://java.sun.com/j2se/1.4/ja/compatibility.htmlにある「バージョン 1.4.0にお
ける非互換性 (1.3以降)」

� http://java.sun.com/j2se/1.3/ja/compatibility.htmlにある「バージョン 1.3にお
ける非互換性 (1.2以降)」

Java Language Specification, Second Edition
(http://java.sun.com/docs/books/jls/index.html)の公開以降に Javaプログラミング
言語の仕様に加えられた変更の概要については、『Java Language Specification
Maintenance Page』 (http://java.sun.com/docs/books/jls/jls-maintenance.html)を
参照してください。
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バイナリ互換性
Java 2 Platform Standard Edition 5のバージョン 1.5.0は、以下に示す非互換性を除
き、バージョン 1.4.2とバイナリレベルの上位互換性があります。これは、下記の非
互換性を除き、バージョン 1.4.2コンパイラで構築されたクラスファイルはバー
ジョン 1.5.0上で正しく稼動することを意味します。

初期のバイトコード難読化ツールの中には、仮想マシンの仕様とは異なる形式のクラ
スファイルを生成するものがありました。このような不適切な形式のクラスファイル
は Java 2 JDKの仮想マシン上では動作しませんが、初期バージョンの仮想マシン上で
は動作するものもあります。この問題を修復するには、適切な形式のクラスファイル
を生成する新しい難読化ツールでクラスファイルを生成し直します。

ソース互換性
ソースの下位互換性はサポートされません。新しい言語機能や Java 2 Platform APIを
使用するソースファイルは、初期バージョンの Java 2 Platformでは使用できません。

後の方に挙げられた非互換性を除き、一般にポリシーは次のとおりです。

� 保守リリース (1.4.1、1.4.2など)は新しい言語機能やAPIを取り入れていないた
め、互いにソースレベルの互換性があります。

� 機能リリースとメジャーリリース (1.3.0、1.4.0、1.5.0など)は上位互換性はありま
すが、ソースレベルの下位互換性はありません。

推奨されないAPIは、下位互換性だけを考慮してサポートされているインタフェース
です。これらのどれかを使用すると、-nowarnコマンド行オプションを指定していな
いかぎり、javacコンパイラは警告メッセージを生成します。推奨されないAPIを使
用しないようにプログラムを変更することを推奨しますが、JVMDIと JVMPIがシス
テムから完全に削除される以外、現在のところこのようなAPIを削除する計画はあり
ません (バグ 4639363を参照)。

sun.*パッケージ内のいくつかのAPIは変更されました。これらのAPIは開発者向
けではありません。sun.*パッケージからインポートする場合、開発者は自分の責任
で行うようにしてください。詳細については、
http://java.sun.com/products/jdk/faq/faq-sun-packages.htmlにある「Why
Developers Should Not Write Programs That Call sun.* Packages」を参照してください。
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Java 2 Platform Standard Edition 5 (1.4.2
以降)における非互換性
J2SE 5は以前のバージョンの Java 2 Platformとの強力な互換性を持っています。既存
のプログラムは変更しなくても、ほとんどすべて、J2SE 5上で動作するはずです。し
かし、JREと JDKにはまれな状況や「コーナーケース」で発生するソースレベルまた
はバイナリレベルのマイナーな潜在的非互換性も存在するため、その状況に対処でき
るように補足情報をここで説明します。

1. 総称化 -総称化は既存のクラスとメソッドに総称 (generic)型のパラメータと引数
を追加するプロセスであり、それらのクラスの仕様に一致した方法で行われます。
JSR 14では、多くの coreライブラリについて総称化の仕様が定められました (代表
的なものはコレクションクラスと Classクラス)。1.5 Beta 2リリースでは、core
の総称化の効果が、可能なかぎりプラットフォームの残りの部分全体に伝播されま
した。

総称化されたクラス、コンストラクタ、メソッド、フィールドを使用するほとんど
のソースコードは 1.5でもコンパイルを継続しますが、一部はコンパイルを継続し
ません。総称化の変更が原因となってコードがコンパイルに失敗する場合は、最も
簡単な方法として javac コマンド行で -source 1.4 と指定できます。

汎用型および coreの総称化については、JSR 14と、
http://java.sun.com/j2se/1.5/pdf/generics-tutorial.pdfにある「Generics in the
Java Programming Language」を参照してください。

2. 仮想マシン -以前には、Solaris (SPARC版)のデフォルト仮想マシン (VM)はクラ
イアント VMでした。しかし、パフォーマンスを考えた場合、サーバー VMの方
が適しているため、多くの Solaris (SPARC版)はサーバーとして使用されます。こ
のため、1.5ではサーバークラスの Solaris (SPARC版)マシンはデフォルトでサー
バー VMを実行します。一般に、サーバー VMのスループットはクライアント
VMよりもはるかに優れていますが、起動時間は少し劣ります。サーバークラスマ
シンは、現在、2個以上のプロセッサと 2GB以上のメモリーを持つマシンと定義
されています。

詳細については、「サーバークラスマシンの検出」
(http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/vm/server-class.html)
と「ガーベージコレクタのエルゴノミクス」
(http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/vm/gc-ergonomics.html)を参
照してください。

3. 仮想マシン - 1.5で導入されたクラス共有機能を反映するため、このリリースでは
java.vm.info プロパティ (java -version によって表示されるテキストに示さ
れる)は共有モードを指定するようになりました。java.vm.infoプロパティ値
の最後まで解析を行うコード、または java -version の出力を解析するコード
は必要に応じて変更してください。

詳細については、バグ 4964160と、
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/vm/class-data-sharing.htmlに
ある「クラスデータの共有」を参照してください。
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4. クラスローダ -以前には、Stringクラス名引数を受け付ける ClassLoaderメ
ソッドにバイナリでないクラス名を指定できました。この意図的でない動作は、長
年にわたるクラス名の仕様に準拠していませんでした。1.5では、これらの
ClassLoaderメソッドをチェックするパラメータは仕様に準拠するように変更さ
れ、バイナリ名でないクラス名は認識されないその他のクラス名と同様に扱われま
す。クラス名を明示的に要求するか、あるいはクラス名を明示的に返すAPI
(Class.forName、Class.getNameなど)は、参照型にバイナリ名を使用しま
す。このため、Classを返すクラス名を通常のユーザーが生成することはありま
せん。

詳細については、『Java Language Specification, Second Edition』
(http://java.sun.com/docs/books/jls/)内の「binary name」の定義
(http://java.sun.com/docs/books/jls/second_edition/html/binaryComp.doc.html#59876)
を参照してください。また、バグ 4986512の評価も参照してください。

5. 直列化 -コンパイラによって生成された全体的な合成結果に変更を加えると、デ
フォルトのシリアルバージョン UIDに影響を与えます。したがって、その UIDが
明示的に上書きされない場合には直列化の互換性が保たれなくなる可能性がありま
す。

詳細については、バグ 4786115を参照してください。

6. ロギング - 以前には、java.util.logging.Level(String name, int
value, String resourceBundleName) コンストラクタは null の name 引数を
許可しましたが、parseメソッドは許可しませんでした。1.5では、コンストラク
タは名前が nullの場合、NullPointerExceptionをスローするようになりまし
た。このコンストラクタを使用するには Levelをサブクラス化する必要があり、
後続の呼び出し (toStringのようなシンプルな呼び出しを除く)で nullの Level
名を使用する場合には NullPointerExceptionを受け取るため、互換性上のリ
スクは軽減されます。

詳細については、バグ 4625722を参照してください。

7. Apache - org.apacheクラス (J2SE APIではサポートされなかったが javax.xml
パッケージでは使用されている)は、開発者によってダウンロードされる最近のク
ラスバージョンと重複しないように、1.5で
com.sun.org.apache.package.internalに移されました。J2SEリリースに
含まれる org.apacheクラスに依存するアプリケーションを 1.5で稼動させるに
は、以下の作業のいずれかを実施する必要があります。

� 「JAXP」に含まれるサポート対象のインタフェースだけを使用するようにアプ
リケーションを作成する

� Apacheから org.apache.xalanクラスをダウンロードする

詳細については、バグ 4740355を参照してください。

8. JAXP - J2SE 1.4プラットフォームには JAXP 1.1 (Crimson)が含まれていました。
J2SE 1.5プラットフォームには JAXP 1.3 (Xerces)が含まれます。Crimsonと
Xercesは、同一のコードベースを持つ個別のバージョンではありません。これら
は、まったく異なる JAXP標準実装です。このため、どちらも JAXP標準に準拠し
ていますが、微妙な違いがあります。
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Crimsonはサイズが小さく高速でしたが、結局のところ機能的には Xerces
(Apacheでホスティングされるオープンソース実装)に及びませんでした。この
上、JAXP標準が 1.1から 1.3へ進みました。これらの 2つの要因が相まって互換
性問題が出現しました。

詳細については、
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/xml/jaxp/JAXP-Compatibility_150.html
にある「JAXP互換性ガイド J2SE5 Platform用」を参照してください。

9. JAXP - J2SE 1.4プラットフォームは、DOM Level 2 APIをサポートしました。
J2SE 1.5プラットフォームは、DOM Level 3ファミリのAPIをサポートします。
DOM Level 3インタフェースに新しいメソッドがいくつか追加されました。この
ため、DOM Level 2を使用する既存のアプリケーションの中には新しいインタ
フェースではコンパイルできないものがあります。

クラスパス内で DOM Level 2の代わりに DOM Level 3が使用されていると、ほと
んどの DOM Level 2アプリケーションは稼動します。しかし、中には
NoSuchMethodExceptionが発生するものもあります。したがって、一部のアプ
リケーションはバイナリレベルの互換性を維持できません。

詳細については、
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/xml/jaxp/JAXP-Compatibility_150.html
にある「JAXP互換性ガイド J2SE5 Platform用」を参照してください。

10. JAXP - J2SE 1.4プラットフォームは、SAX 2.0 APIをサポートしました。J2SE 1.5
プラットフォームは、SAX 2.0.2をサポートします。SAX 2.0.2はバグ修正リリース
であり、APIの変更はありません。しかし、SAX 2.0.2リリースの一部として行わ
れたいくつかの修正作業が互換性問題を引き起こしている可能性があります。

� ErrorHandler、EntityResolver、ContentHandler、および
DTDHandlerは、現在ではアプリケーションによって nullに設定される可能性
があります。この場合、SAX 2.0は java.lang.NullPointerExceptionを
スローするために XMLプロセッサを必要とします。ほとんどの構文解析部は
デフォルト設定に戻すことにより nullに対応するため、この変更が XMLプロ
セッサに関係します。

� DefaultHandlerは、各種のハンドラ (EntityResolverなど)のデフォルト
の実装クラスです。DefaultHandlerにおける resolveEntityメソッド実
装は、現在では throws IOException, SAXException として宣言されま
す。以前には、この実装は SAXExceptionしかスローできませんでした。

� resolveEntityメソッドによってスローされる例外リストへの
java.io.IOExceptionの追加は、ソースレベルでは互換性のない変更で
す。具体的には、resolveEntityを呼び出すコードは SAX 2.0で正常にコン
パイルできる可能性がありますが、SAX 2.0.2ではコンパイルに失敗する可能性
があります。これは、SAXExceptionと共に IOExceptionを処理する必要
があるためです。

詳細については、
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/xml/jaxp/JAXP-Compatibility_150.html
にある「JAXP互換性ガイド J2SE5 Platform用」を参照してください。
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11. JAXP -以前には、デフォルトのトランスフォーマは Xalanでした。Apacheコ
ミュニティは XSLT 2.0の開発用として XSLTCをデフォルトのプロセッサとするこ
とに同意したため、1.5では XSLTCがデフォルトのトランスフォーマです。これ
には以下の互換性のリスクがあります。

� Xalanには XSLTCにはないバグがあり、XSLTCには Xalanにないバグがあり
ます。Xalanのバグを考慮したアプリケーションコードは失敗する可能性があ
ります。

� Xalanがサポートしている拡張子の中には XSLTCでサポートされないものがあ
ります。これらの拡張子については、JAXP仕様および XSLT仕様の範囲外で
す。このことに影響を受けるユーザーは、現在でもApacheから Xalanクラス
をダウンロードできます。また、将来的には XSLTCでより多くの拡張子がサ
ポートされると予測されます。

詳細については、
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/xml/jaxp/JAXP-Compatibility_150.html
にある「JAXP互換性ガイド J2SE5 Platform用」を参照してください。

12. 2D -以前には、nullの Imageパラメータを Graphics.drawImageメソッドに渡
すと NullPointerExceptionが発生しました。1.5ではこの例外は発生しませ
ん。このように動作が変わったため、Microsoft VMで稼動したアプリケーション
は標準の VMでも稼動できます。NullPointerExceptionに依存しているアプ
リケーションは、1.5で稼動するように変更する必要があります。

13. AWT -以前には、フォーカストラバーサルポリシーを提供できたのはフォーカス
サイクルルートであるコンテナだけでした。1.5では、どのコンテナもフォーカス
トラバーサルポリシーを提供できます。Containerの新しい
FocusTraversalPolicyProviderプロパティは、ポリシーを提供するかどう
かを示します。

Javaプラットフォームで提供されるフォーカストラバーサルポリシーは、フォー
カストラバーサルポリシープロバイダに対応するように変更されました。具体的に
は、フォワード (バックワード)トラバーサル中にポリシーがフォーカストラバー
サルポリシープロバイダに遭遇すると、ポリシーは提供されたフォーカスサイクル
ルートに属するものとしてそのコンポーネントを扱わず、フォーカストラバーサル
ポリシプロバイダのフォーカストラバーサルポリシーを使用して次の (前の)コン
ポーネントを取得する必要があります。返されたコンポーネントがフォーカストラ
バーサルポリシプロバイダのフォーカストラバーサルポリシーによって返された最
初の (最後の)コンポーネントと同じである場合、フォーカストラバーサルポリ
シープロバイダの後 (前)のサイクル内における次の (前の)コンポーネントをポリ
シーの呼び出しによって取得する必要があります。フォーカスサイクルルート内の
最初と最後のコンポーネントの計算には、必要に応じて (最初または最後のコン
ポーネント自体が Containerでかつフォーカストラバーサルポリシープロバイダ
である場合)フォーカストラバーサルポリシープロバイダのフォーカストラバーサ
ルポリシーを使用する必要があります。

この変更はフォーカストラバーサルポリシー内に新しいメソッドを使用することを
要求しないため、サン以外のフォーカストラバーサルポリシーは引き続き稼動しま
す (ただしプロバイダという概念はサポートしない)。

フォーカストラバーサルポリシーを作成してあり、プロバイダをサポートしたいと
いう場合は、1.5でプラットフォームによって提供されているポリシーに加えられ
ている変更に類似した変更を加える必要があります。
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詳細については、フォーカス仕様の
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/api/java/awt/doc-files/FocusSpec.html#FocusTraversal
にある「Focus Traversal Policy Providers」セクションと、
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/api/java/awt/doc-files/FocusSpec.html
にある「AWT Focus Subsystem」を参照してください。

14.ドラッグ＆ドロップ -以前には、X11でサポートされたドラッグ＆ドロップ (DnD)
プロトコルはMotif DnDプロトコルだけでした。1.5では XDNDプロトコルもサ
ポートされ、Motif DnDプロトコルはMotifライブラリに依存しないように実装
し直されました。新しいMotif DnDプロトコル実装とMotifライブラリで提供さ
れるプロトコル実装の違いのためにリグレッションが起きる可能性があります。た
だし、Motifライブラリの実装はバグが発生するため、新しい実装は少なくとも質
において高く、サポートも比較的良いと考えられています。

詳細については、バグ 4638443を参照してください。

15. Swing -カスタマイズされた背景色を持つボタンは、1.5 Javaの見た目と使い心地
がテーマである Oceanで意図されたように描画するためにはコード変更が必要と
なる場合があります。これは、デフォルトの設定では Oceanがボタンに明暗を付
けるためです。明暗を付けたくない場合は、contentAreaFilledプロパティを
trueに設定するか、あるいは背景を UIResourceでない Colorに設定してくだ
さい。ほとんどの場合、これは以下のように簡単です。button.setBackground
(Color.RED);何らかの理由で UIResourceを選択している場合には、次のよう
に指定して UIResource以外の新しい Colorを作成できます。
button.setBackground(new Color(oldColor));

詳細については、バグ 4908404を参照してください。

16. Swing - JTreeと JListでは、ユーザーは常にキーボードを使用してリードイン
デックスを操作する必要がありました。たとえば、リードが JList内で 4行目に
存在する場合、上向きの矢印キーを押して 3行目にリードを移動させ、この行で
項目を選択します。以上の操作で、これらのコンポーネントはリードをフォーカス
されたインデックスと見なします。これらのコンポーネントは、その描画機能
(renderer)に情報を渡して特定のインデックスのフォーカスインジケータを描画す
るかどうかを示します。これは、そのインデックスがリードであるかどうかに基づ
いて行われます。

1.5よりも前のリリースでは、JTableは逆の処理を行っていました。そして、
JTreeと JListがリードを使用するのと同じ方法でアンカーインデックスを使用
していました。これを正す要求が RFE番号 4759422としてなされ、最終的に
4303294の一環として修正されました。現在 JTableは、JListと JTreeに対応
したものとなっています。以前の動作を想定していた開発者は、この影響を受ける
可能性があります。たとえば、フォーカスされたセルとして JTableで何が表示
されているかという情報を必要とするアプリケーションの場合、アンカーが想定さ
れます。1.5以前ではこれは正しかったかもしれませんが、現在では、実際には他
のインデックスがフォーカスを示す四角形を表示している時点で 1つのインデック
スがフォーカスされていると判断される可能性があります。

詳細については、バグ 4759422と 4303294を参照してください。

17. JVMDI - 1.5では、Java Virtual Machine Debug Interface (JVMDI)は推奨されてい
ません。JVMDIは、次のメジャーリリースよりサポートされなくなります。新し
い開発では JVMTIを使用してください。既存のツールは JVMTIへの移行を始める
ことをお勧めします。
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詳細については、
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/jvmti/index.htmlにあるJVMTI
の文書を参照してください。

18. JVMPI - 1.5では、Java Virtual Machine Profiling Interface (JVMPI)は推奨されてい
ません。JVMPIは次のメジャーリリースよりサポートされなくなります。新しい
開発では JVMTIを使用してください。既存のツールは JVMTIへの移行を始めるこ
とをお勧めします。

詳細については、
http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/docs/ja/guide/jvmti/index.htmlにあるJVMTI
の文書を参照してください。
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